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各Datapath VSNMicro 600は受注生産である
ため、入力のコンポーネント、数および種類は
システムごとに異なります。  

各VSNMicro 600は、特定の種類の入力の概
略を示す印刷された図とともに出荷されま
す。入力は、システムの背面パネルにあります。

付属の入力ケーブルはわかりやすくラベル付
けされ、ケーブルがどのビデオ入力コネクタに
関連してるかが示されています。

WallControl 10 と一緒に購入された場合、
ライセンス ドングルは外部 USB ポートに
取り付けられます。このドングルを取り外
さないでください。このデバイスを取り外す
と、WallControl 10 が機能しなくなります。

ようこそ
Datapath VSNMicro 600のウォールコン
トローラをご購入いただきましてありが
とうございます。

本書の目的は、初期セットアップのプロ
セスを

迅速にご案内する事です。詳細な説明に
ついては、復元メディアに収録されている

システムのユーザーガイドをご覧くださ
い。
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キーボードとマウス
キーボードとマウスをUSBポートに接続します。

USBポートは、システムの正面パネルと背面パネ
ルの両方にあります。アクセスしやすい正面パネル
のUSBポートを使用した方が便利かもしれません。

  背面パネルに USB 3.2 Gen 2 x 8 (青)

  背面パネルに USB 2.0 x 4

  前面パネルに USB 2.0 ポート x 2

ネットワークへの接続（オプション）
VSNMicro 600をネットワーク経由で使用する場合、背面パネルのLANコネクタのいずれかを使用して、それ
をネットワークポイントに接続します（ケーブルは付属していない）。
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入力ソースの接続
各VSNMicro 600は受注生産であるため、ビデオ入力の数と種類はシステムごとに異なります。ビデオ入
力を含むVSNMicro 600を購入した場合は、以下に示すように、入力コネクタは背面パネルにあります。

入力コネクタ

VSNMicro 600に同梱されている印刷された図に、特定のシステムに組み込まれた入力とコネクタの種類

が示されています。
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コントロール画面の接続
お使いのVSNMicro 600は、システム内蔵のグラフィックスデバイスに接続されたコントロール画面を使
用するように出荷時に設定されています。コントロール画面を、VSNMicro 600の背面にあるマザーボー
ドパネル上の3つのコネクタのいずれかに接続します。コントロール画面は、オペレーティングシステム

（Windows 10）を含むシステムをセットアップするために最初に必要となります。

コントロール画面
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電源モジュールが正しく差し込まれたことを確認してください。

1

システムの電源投入
ATXを搭載したシステムをご使用の場合は、下記のステップ2からお読みください。

RPSUを搭載したシステムをご使用の場合：

輸送の際に電源モジュールが取り外されています。VSNMicro 600を使用する前に、電源モジュール
を取り付けてください。電源モジュールを取り付けるには、すべての梱包を取り外し、保護グリルを一
番上にしてシステム背面の電源ユニットに慎重に差し込みます（1）。正しく差し込むと、カチッという
音が聞こえます。電源モジュールの取り付けに関する詳細な説明については、復元メディアに収録さ
れているPDFのユーザーガイドをご覧ください。

電源モジュールを挿入する際は、絶対に強引に行わないでください。Datapathの保証対象外の損傷
を引き起こす恐れがあります。
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VSNMicro 600の正面にあるオン/オフボタンを押して（3）電源を投入します。短い待ち時間に続き、内部
ファンの音がします。システムが完全に起動すると、ファンのノイズは治まります。

電源（2）ケーブル（ATX用シングルケーブル）を接続してから、コンセントに差し込みます。

3

2
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ディスプレイ構成
Windows 10のセットアップが完了するとシステムが再起動し、コントロール画面にWindowsデスクトッ
プが表示され、同時に「ディスプレイ・ドライバー構成ツール（DDCT）」が起動します。DDCTはグラフィック
ス出力の設定手順を段階的に案内し、1つまたは複数のビデオウォールを迅速に構築できるようにしま
す。

設定の最終段階で、DDCTはVSNMicro 600とビデオウォール用ディスプレイを接続するための最適な方
法を提案します。

DDCTの詳細については、ユーザーガイドをご覧ください。

ウィザードの各ページに記載されている説明をよくお読みになることをお勧めします。ウォールの構成を
開始するには、「Start Wizard（ウィザードの開始）」をクリックしてください。

WINDOWSのセットアップ
工場でのシステム構築および設定完了後、オペレーティングシステムは初期化（リシール）された状態に
戻されています。そのため、初めてシステムの電源を入れると、オペレーティングシステムのセットアップ
が開始されます。画面の指示に従って、Windowsオペレーティングシステムの設定に必要な情報を入力
してください。

ユーザーによるWindowsのライセンス認証（アクティベーション）は不要です。認証は出荷前に完了して
います。「復元用USBフラッシュドライブ」を作成することを強くお勧めします。

（17ページを参照）
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“Continue”をクリックします。

その後、ツールには、選択したディスプレイタイプの構成ページが表示されま
す。

ウォールで使用しているディスプレイのタイプを選択します。

  ベゼル付きディスプレイ - モニター、TVおよびDLP Cube

  オーバーラップ可能なディスプレイ – プロジェクタ

  LEDディスプレイ
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ご使用のディスプレイのタイプ

“Manufacturer”および“Model”ドロップダウンリストを使用して、ウォールで使用しているディスプレ
イを選択します。ウォールがさまざまなディスプレイで構成されている場合は、ディスプレイごとに選択し
て、ディスプレイのタイプを設定します。DDCTはディスプレイの広範なデータベースを備えていますが、
お使いのディスプレイがリストに含まれていない場合は、“Create Custom Display”を選択して詳細を
手動で入力できます。

入手可能な場合は、ディスプレイメーカーの仕様の測定値を使用することを強くお勧めします。

ディスプレイを追加する 

“Add Displays”は、ベゼル付きディスプレイまたはオーバーラップ可能なディスプレイで使用可能で
す。“Displays Acros”および“Displays Up”を使用して、“Display Group”を作成します。作成された
ら、“What Type of Displays Do You Have?”を使用してディスプレイを構成します。オーバーラップ可
能なディスプレイを使用している場合は、“Display Overlap”が使用可能となり、ディスプレイ間のオー
バーラップの割合（%）を選択できます。
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この段階で、同じシステムから別の独立したディスプレイグループを作成することができます。これは、1
台のマシンを使用して、多数の個別のビデオウォールを駆動する予定がある場合に検討すると良いで
しょう。詳細については、ユーザーガイドを参照してください。

別のディスプレイグループが不要な場合は、“Finish”をクリックすると次のページが表示されます。

レイアウトが作成され、ディスプレイのタイプが構成された後、“Add Displays & Continue”をクリッ
クすると、次のダイアログが表示されます。

DDCTは、グラフィックスハードウェア間で確実に負荷分散されるように、お使いのシステムに最適な配
線構成を推奨できます。お使いのシステムに最適な構成を確認するには、“Recommended”をクリッ
クします。

手動でシステムを配線し、どの出力をどのディスプレイに接続するかを自分で決定する場合
は、“Custom”をクリックします。次に、“Summary”ページが表示されます。
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DDCTによって配線を構成する場合は、上記に示すように、このページに推奨される接続が表示されます。
各ディスプレイをVSNMicro 600の背面の対応する出力コネクタに接続します。VSNMicro 600がプリンタに
接続されている場合は、“Print a Wiring Diagram”を使用して配線図のコピーを印刷できます。

注：配線図を印刷するには、Datapath Diagnostic Suiteがインストールされている必要があります。スイート
は、Datapathウェブサイトのダウンロードページからダウンロードすることができます。

出力を手動で選択するには、ディスプレイグループを右クリックして、“Edit”を選択します。その後、個々のデ
ィスプレイを選択して、優先出力を割り当てることができます。選択したディスプレイを右クリックすると、使
用可能な出力のリストが表示されます。
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すべての出力に“Recommended”または“Custom”のいずれかが割り当てられたら、“Finish”をク
リックします。その後、ビデオウォールへの変更内容を保存し、システムを再起動するように求められま
す。再起動すると、Windowsデスクトップがウォールに表示されます。

変更したい場合は、いつでも構成ツールにアクセスできます。デスクトップを右クリックして、メニューか
らDisplay Driver Configuration Toolを選択します。
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WALLCONTROL 10（オプション）
WallControl 10サーバーが自動的に機能しない場合は、WallControl 10クライアントインターフェースを
開く前に、WallControl 10サーバーを起動する必要があります。サーバーアイコンがシステムトレイに表
示されます。

サーバーアイコン

1 接続先のサーバーを示す。

2 サーバーに関連付けられたウォールの表示。

1 2

サーバーが自動的に起動しない場合は、“All Programs”メニューでサーバーをクリックして起動しま
す。WallControl 10クライアントは、実行中のサーバーのみを検出します。

WallControl 10クライアントを開きます。

スタート | すべてのプログラム | WallControl 10 - サーバー

スタート | すべてのプログラム | WallControl 10 - クライアント
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アプリケーションを開くと、「Display Wall（ディスプレイウォール）」タブに、物理的なウォールとそこに表
示可能なソースのライブ映像（またはレイアウト表示）が表示されます。ビデオウォールにソースを配置す
るには、「Sources（ソース）」タブで目的のソースをクリックし、ディスプレイウォールの表示エリア上の任
意の場所にドラッグするだけです。

アプリケーションのヘルプファイルには、複数のソースを選択する方法、テンプレートの使用・作成方法、
レイアウトファイルの保存・呼び出し・共有方法などの情報が記載されています。

WallControl 10 - セキュリティ管理クライアント 
WallControl 10 Proでのみ利用可能）

WallControl 10 Proのシリアルドングルは、出荷前に背面パネルのラベル付きUSBポートに取り付けら
れています。ドングルを取り外したり交換したりすると、セキュリティクライアントが起動せずエラーメッセ
ージが表示されるため、ドングルを取り外さないようにしてください。

“Display Wall”タブ

ソース
ディスプレイウォール
の表示

壁の表現をクリックして、ディスプレイ ウォール タブ (2) を開きます。
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WallControl 10 - セキュリティ管理クライアントを使用すると、管理者はウォールごとに特定のユーザー
にロールを割り当てることができます。たとえば、1人のユーザーに対し、あるウォールでは限定アクセス
のみが可能なロールを割り当て、別のウォールでは事前に定義されたレイアウトを開くことしかできな
いロールを割り当てることができます。

セキュリティクライアントを最初に使用する前に、アプリケーションのセキュリティ保護のために
SecurityOnOff.exe プログラムが稼働している必要があります。 SecurityOnOff.exeを手動で実行するに
は、管理者権限を使用してWindows®にログインします。

SecurityOnOff.exeファイルを検索して、ダブルクリックします。

プログラムファイル | WallControl 10 | セキュリティサーバー | SecurityOnOff

WallControl 10 セキュリティアプリケーションのヘルプファイルには、次の実行方法に関する情報が含
まれています。

  ユーザーをWindows Active Directoryからデータベースにインポートする。

  ロールを作成・編集する。

  �権限をプロバイダー、レイアウト、ソースに割り当て、特定のロールアクセス権をそれぞれに設定する。

  ロールをウォールに割り当てる。

スタート | すべてのプログラム | WallControl 10 - セキュリティ管理クライアント
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復元用USBフラッシュドライブの作成
復元用USBフラッシュドライブを作成するには、容量が32GB以上のUSBメモリが必要です。作成した復
元用USBフラッシュドライブは、システムの復元が必要になった際に担当者がすぐにアクセスできる安全
な場所に保管することをお勧めします。

復元用USBフラッシュドライブの作成を開始するには、Windows復元ポータルを起動する必要がありま
す。

マシンを起動し、ブートメッセージが表示されて「オペレーティングシステムの選択（Choose an 
operating system）」画面になったら、カーソルキーを使用して、以下のダイアログに示されている

「Windows Restore」を選択してください。

なお、このダイアログが表示されるのは約3秒間と短いためご注意ください。

これにより、以下のようなWindows復元メニューが表示されます。

「Create Restore Media（復元メディアの作成）」アイコンをクリックし、空いているUSBポートにUSB

フラッシュドライブ（容量32GB以上）を接続します。
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「OK」をクリックしてプロセスを完了します。

なお、このプロセス中にUSBフラッシュドライブ内の既存データはすべて完全に消去されますのでご注意く
ださい。「SCAN FOR USB」をクリックします。 
 
アプリケーションがシステムのUSBポートをスキャンし、USBフラッシュドライブを検出します。ドライブが検
出されると、「Select Drive（ドライブの選択）」のドロップダウンリストに表示されます。リストから使用する
USB​​フラッシュドライブを選択し、「MAKE RESTORE（復元メディアの作成）」をクリックします。 
 
Windows 10復元用USBフラッシュドライブの作成が完了すると、「Build Complete（作成完了）」ダイアロ
グが表示されます。
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クラス A 適合宣言 
 
Datapath Ltd は、この製品が以下の必須要件およびその他の関連規定に準拠していることを宣
言します:

•	 欧州連合指令 2014/30/EU、2014/35/EU、2011/65/EU、および 2015/863/EU

•	 英国政府電気機器 (安全) 規則 2016、電磁両立性規則 2016、および RoHS 規則 2012

適合宣言のコピーは、リクエストに応じて入手できます。

Datapath Limited  
Bemrose House 
Bemrose Park 
Wayzgoose Drive 
Derby, DE21 6XQ 
UK

製品のコンプライアンス認証の完全なリストは、システムに付属のドキュメント メディアの製品ユ
ーザー ガイドに記載されています。

認証
このデバイスは、FCC 規則のパート 15 に準拠しています。操作には次の 2 つの条件が適用されます: 
(1) このデバイスは有害な干渉を引き起こしてはなりません。 (2) このデバイスは、望ましくない操作を
引き起こす可能性のある干渉を含め、受信した干渉をすべて受け入れる必要があります。」 
 
注: この機器は、FCC 規則のパート 15 に従ってテストされ、クラス A デジタル デバイスの制限に準拠し
ていることが確認されています。これらの制限は、機器が商業環境で操作されるときに有害な干渉に
対して適切な保護を提供するように設計されています。この機器は、無線周波数エネルギーを生成、使
用、および放射する可能性があり、取扱説明書に従って設置および使用しないと、無線通信に有害な
干渉を引き起こす可能性があります。住宅地でこの機器を操作すると、有害な干渉を引き起こす可能
性があり、その場合、ユーザーは自己負担で干渉を修正する必要があります。
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Datapath UK and  
Corporate Headquarters
Bemrose House, Bemrose Park,
Wayzgoose Drive, Derby, 
DE21 6XQ, United Kingdom

	 +44 (0) 1332 294 441 
	 sales-uk@datapath.co.uk

Datapath North America
2490 General Armistead Avenue, 
Suite 102, Norristown, 
PA 19403, �USA

	 +1 484 679 1553 
	 sales-us@datapath.co.uk

Datapath Japan
Axon Hamamatsucho, 
1-1-23 Shibadaimon, 
Minato-ku, 
Tokyo-to,
105-0012, Japan

	 sales-jp@datapath.co.uk

www.datapath.co.ukQ
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